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令和７年３月末 令和７年９月末 増　　減

7,563 7,494 △ 69

個 人 7,498 7,429 △ 69

法 人 65 65 0

7,364 7,458 94

個 人 7,140 7,235 95

団 体 224 223 △ 1

14,927 14,952 25

令和７年３月末 令和７年９月末 増　　減

2,943,002 2,925,384 △ 17,618

715,284 726,930 11,646

32,293 8,163 △ 24,130

3,690,579 3,660,477 △ 30,102

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出資１口金額　1,000円）

正 組 合 員

准 組 合 員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：口）

合　　　計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

処 分 未 済 持 分

正 組 合 員 数

Ⅰ　地域貢献に関する取り組み

１．協同組織の特性

当組合は、朝倉市、筑前町、東峰村を事業区域として、農業者を中心とした地域住民の方々
が組合員となって、相互扶助（お互いに助け合い、お互い発展していくこと）を共通の理念として
運営される協同組織であり、地域農業の活性化に資する地域金融機関です。
当組合の資金は、その大半を組合員の皆様などからお預りした大切な財産である「貯金」を源
泉としており、資金を必要とする組合員の皆様や、地方公共団体などにもご利用いただいており
ます。
また、地域の一員として、農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向けて、事業活動を
展開し、ＪＡの総合事業を通じて各種金融機能・サービス等を提供するだけでなく、地域の協同
組合として、農業や助け合いを通じた社会貢献に努めます。

合　　　　計

准 組 合 員 数

（１）組合員数

（２）出資金
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増減

流動性貯金 100,299 ( 61.2 ) 99,170 ( 61.4 ) △ 1,129

[うち当座貯金] 2 3 1

定期性貯金 63,325 ( 38.7 ) 62,209 ( 38.5 ) △ 1,116

[うち定期積金] 1,265 1,133 △ 132

その他の貯金 99 ( 0.1 ) 95 ( 0.1 ) △ 4

163,723 ( 100.0 ) 161,475 ( 100.0 ) △ 2,248

譲渡性貯金 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 0

163,723 ( 100.0 ) 161,475 ( 100.0 ) △ 2,248

　注１：流動性貯金＝当座貯金＋普通貯金＋貯蓄貯金＋通知貯金

お預入れ期間

出し入れ自由

出し入れ自由

出し入れ自由

1 週 間 以 上

払 い 戻 し は
納 税 に 限 定

期日指定定期
貯 金

最 長 ３ 年

スーパー定期
1 ヶ 月 以 上
５ 年 以 下

大 口 定 期
1 ヶ 月 以 上
５ 年 以 下

６ ヶ 月 以 上
60 ヶ 月 以 下

や す ら ぎ
36 ヶ 月 以 上
60 ヶ 月 以 下

種 類

（２）貯金商品

　注３：（　　）内は構成比です

令和７年３月末 令和７年９月末

　注２：定期性貯金＝定期貯金＋定期積金

２．地域からの資金調達状況

計

合　　　計

（１）貯金積金平均残高 （単位：百万円、％）

　当組合では、組合員はもちろん地域住民の皆様や事業主の皆様からの貯金をお預かりしています。
普通貯金、当座貯金、スーパー定期、定期積金、総合口座などの各種貯金を目的、期間、金額にあ

わせてご利用いただいております。

定 期 積 金

当 座 貯 金

通 知 貯 金

納 税 準 備 貯 金

総 合 口 座

普 通 貯 金

定

期

貯

金
1 千 万 円 以 上

納税のための貯金で、利子に所得税がかかりません。払い戻しは納税に限
定されています。

利息は１年複利で計算されるので有利です。１年間の据置期間後は１ヶ月
前のご連絡でいつでもお引き出しになれます。

自由金利で、金額・期間に合わせてお選びいただけます。証書・定期貯金
通帳・総合口座でのお取り扱いができます。

大口の資金運用に有利です。金融情勢やお預け金額、期間などによって金
利が決まります。

1 円 以 上

やすらぎ友の会としての特典があり、会員と同居又は生計を一にする方も
会員としての葬祭費用の割引等の特典を受けることができます。

お 預 入 れ 額

小切手や手形によるお支払いができ、会社や商店のお取引には欠かせない
口座です。

出し入れ自由で、給料・年金などの自動受取や公共料金の自動振替などの
サービスもご利用いただけます。家計簿がわりにご利用ください。

普通貯金と定期貯金（期日指定定期、スーパー定期、大口定期）を一冊の
通帳にセットして、使う、貯める、受け取る、借りるの４つの機能を持た
せた暮らしの便利口座です。給与、年金、配当金のお受取り、各種公共料
金の自動支払サービスやいざというとき定期貯金等を担保にして最高500
万円までの自動融資がご利用いただけます。

特 徴

1 円 以 上

1 円 以 上

1 円 以 上

７日以上の短期間のお預入れに有利な貯金です。お引出しには事前に通知
が必要です。

ご計画に合わせて、毎月、一定額を積み立て満期日には、まとまった金額
をお受取いただけます。

千 円 単 位

満 期 受 取 額
30 万 円 以 上

５ 万 円 以 上

1 円 以 上

1 円 以 上
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区分

３．地域への資金供給の状況

組合員等 その他

当組合では、組合員への貸出をはじめ、地域住民の皆様の暮らしや、農業者・事業者の皆様の事業に必要
な資金を貸出しています。

また、地方公共団体、農業関連産業などへも貸出し、地域経済の質的向上・発展に貢献しています。さら
に、㈱日本政策金融公庫の融資の申込みのお取次もしています。

計地方公共団体等

（単位：百万円）（１） 貸出金残高（令和７年９月末）　　　　　　　　　　　　　　

13,196

資　金　名

2,027 16,7181,495

（単位：百万円）（２）制度融資取扱い状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

制度の概要・主旨 取扱い実績

手

形

貸

付

就 農 支 援 資 金

（３）融資商品

制

度

融

資

農 業 改 良 資 金

スーパーＬ資金

農業近代化資金

資 金 使 途

定期貯金、定期積金等を担保として質入れ、貯金残高の範
囲内まで借入れができます。

ご加入の共済を担保として質入れ、借入れができます。

資金名

0

156

農機具等の購入資金・格納庫等の増改築や取得資金・パイ
プハウス等の取得や資材資金としてご利用いただけます。

１５年以内

１５年以内

１５年以内

貸

越

証

書

貸

付

新 営 農 資 金

一 般 資 金

資 産 活 用 資 金

総 合 口 座 貸 越

営 農 口 座 貸 越

カ ー ド ロ ー ン

教 育 ロ ー ン

マイカーローン

借入れ限度を定め、購買代金等の決済口座としてご利用い
ただけます。

借入限度額以内で、必要なときにカード一枚で簡単便利に
繰り返し借入れができます。

３年以内

１年

１５年以内
(資金使途に応じて)

１０年以内

組合員の皆様が貸家・アパート・店舗等の購入、新築、増
改築等にご利用いただけます。

総合口座に定期貯金をセットすることで、定期貯金残高の
９０％以内で最高５００万円以内の自動融資がご利用いた
だけます。

口座にセットした定期
貯金の満期日以内

住宅の新築、購入又は増改築や他金融機関からの借換資金
としてご利用いただけます。

共 済 担 保 貸 付

住 宅 ロ ー ン

貯 金 担 保 貸 付

３５年以内

組合員の皆様が農地・施設・機械等を取得されるときにご
利用になれます。

組合員の皆様の不意の出費の際にご利用になれます。ただ
し、負債整理資金は除きます。

農機ハウスローン

リ フ ォ ー ム ・
無 担 保 住 宅 ロ ー ン

フ リ ー ロ ー ン

住宅の増改築、改装補修や住宅関連施設の資金や、借換資
金としてご利用いただけます。

ご結婚・ご旅行等の生活資金としてご利用いただけます。
ただし、事業資金は除きます。

２０年以内

１０年以内

進学されるお子様の入学金・授業料・学費など教育に関係
する資金としてご利用いただけます。

新車・中古車・自動二輪車・用具購入資金・車検・修理・
運転免許証取得費用にご利用いただけます。

担保として質入れした
貯金額の範囲内

約款貸付可能額

１億円以内

ご 返 済 期 間

1年以内かつ
当該貯金の満期以内

1年以内かつ
共済契約期限以内

３年以上
５０年以内

７００万円以内

３００万円以内

設備投資によるコスト削減、経営規模や新規作
物の導入による収益アップなど、農業者のみな
さんが創意工夫により経営改善を図る場合に利
用できる資金です。

農家の後継者や、農業以外から新たに農業に参
入する方が、農業を始めるための研修や設備投
資などを行うための資金です。

0

33

１５００万円以内

所用資金の範囲内

所用資金の範囲内

５億円以内

１５００万円以内

５００万円以内

１０００万円以内

１０００万円以内

口座にセットした
定期貯金残高の
９０％以内で最高
５００万円以内

ご 融 資 金 額
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（１）文化的・社会的貢献に関する事項

（２）利用者ネットワーク化への取り組み

　広報活動では、「組合員・地域住民・消費者とＪＡとを結びつける情報伝達・共有の手段」として①広報誌
「ふぁーむ」②日本農業新聞③ホームページ④支店だより⑤ＳＮＳによる広報やリリース配信などによる対内
外広報を広報戦略の主な柱に位置付け、各種媒体の特長を有効活用しながら事業に取り組みました。
　広報誌「ふぁーむ」は、ＪＡ自己改革、「食」や「農業」に関する特集、各部署からの事業紹介など、より
多くの方へＪＡ事業をＰＲする場として、幅広い購読層に向け読みやすい誌面を構築。「ふぁーむ」を通して
ＪＡをより身近に感じてもらうとともに、さらなる農業理解と食農教育に取り組んでいます。また、地区懇談
会など意見交換の場でいただいた組合員の意見や要望、その回答も含めたフィードバックを行い情報伝達・共
有の場としても活用しています。
  他にも、利用者の最も身近な接点である支店が独自に編集・発行する「支店だより」や、ＳＮＳ「インスタ
グラム」でＪＡの活動報告や地域情報を広く全国に発信するなど、広報誌「ふぁーむ」と併せて多面的な広報
活動を展開しています。
　このように広報活動は、組合員・役職員に向けた「組織内広報」と、地域住民・消費者などに向けた「対外
広報」の両面に沿った役割を果たすと同時に、各部、各支店と連携した全職員による全員参加型・地域密着型
の情報発信を目指して取り組みを続けているところです。

　ホームページアドレス
　　    https://www.asakura-fk-ja.or.jp

　当組合で年金をお受け取り頂いている組合員・利用者の方々を対象に「年金友の会」を組織しています。

　当組合では、安心して暮らせる地域づくりと豊かな暮らしを実現するために、組合員および地域住民を対象
に地域貢献活動を実施しています。
　また、次世代や子供たちを対象とした食農教育等を積極的に実施し、ＪＡや農業への理解促進を展開すると
ともに、助けあい活動等組合員組織と連携し組合員の生きがいづくり、地域の活性化を目指しています。

４．文化的・社会貢献に関する事項（地域とのつながり）

（３）情報提供活動

●活動内容

　○あぐりキッズスクール
　　　5月 31日　　　　   入学式・じゃがいも収穫・野菜植付け
　　　8月  2日　　　　　 野菜の生育観察、農業施設見学
　　　8月 19日～20日　　 サマーキャンプ・地産地消オリジナルピザ作り・ぶどう狩り
　　　9月 27日　　　　　 大根種まき・餃子作り体験
　
　○助けあい活動
　　  5月 19日　　　　 　全体会議「元気かい活動小物づくり」
　　　9月  9日　　　　　 研修会「ボランティア活動について」
　
　○女性部フルリスト（女性大学）
　
　　・杷木地区
　　　7月  5日　　　　   ストレッチ体操
　　　9月 27日　　　　　 お菓子作り
　
　　・朝倉地区
　　　6月 17日　　　　   ソーセージ作り

　　・甘木地区
　　　5月 10日　　　　   プランターで野菜苗植付け
　　　9月 13日　　　   　手造り味噌作り
　
　　・三輪地区
　　　6月 27日　　　　　 ドレッシング作り
 　　 8月 23日　　　　　 クラフトバック作り

　　・夜須地区
　　　6月  5日　　　　　 梅干し作り
　　　9月  2日　　　　　 ウインナー作り

　・年金友の会会員の健康増進と交流を目的としたグラウンドゴルフ大会を各地区にて開催しました。
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夜

須

支

店

三

輪

支

店

秋

月

支

店

営

農

支

援

課

総

務

課

組

織

ふ

れ

あ

い

課

企

画

広

報

課

管

理

課

人

事

教

育

課

三

奈

木

支

店

東

峰

支

店

農

畜

産

課

果

樹

課

園

芸

管

理

課

推

進

課

共

済

課

融

資

運

用

課

金

融

課

内

部

監

査

室

監

事

室

広

域

農

機

セ

ン

タ

ー

や

す

ら

ぎ

課

車

両

ガ

ス

課

燃

油

課

農

業

振

興

課

販

売

営

業

課

野

菜

課

資

材

流

通

課

ラ

イ

ス

事

業

課

（４）店舗体制
●　組織機構図（令和7年9月末現在）

総会（総代会）

代表理事専務

代表理事組合長

理   事   会
監  事  会

（代表・常勤監事）

リ

ス

ク

管

理

課

朝

倉

支

店

杷

木

支

店

甘

木

中

央

支

店

金融共済担当常務

経済部

営農経済担当常務

園芸部 金融共済部 総合企画部 総務部営農部農産資材部
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時価 時価

0 0

0 0

9,192 8,628

9,192 8,628

　注）１　令和７年３月末から令和７年９月末までの間に、債務者区分の変更が必要となる重要な
        事象は発生していない。

0

危 険 債 権

要 管 理 債 権 0

8,628

取得価額

0

貯 金

貸 出 金

預 け 金

16,177

134,925

21,229

134,519

（単位：百万円）

令和７年９月末

令和７年３月末

166,069162,034

令和６年９月末 令和７年９月末

156,137

16,718

128,849

Ⅱ　財務状況や事業に関する取り組み

（１）金融再生法開示債権（単体）

債権区分

（単位：百万円）

令和７年３月末

種 類

破 産 更 正 債 権 及 び

こ れ ら に 準 ず る 債 権
70

9,488 9,192

21,109

21,248

（３）主要勘定の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

19.79％　　　（令和７年３月末現在）

（２）単体自己資本比率

69

正 常 債 権

合 計

評価損益

 １　９月末の有価証券の時価は、９月末日における市場価格等に基づく時価としています。

0

 ２　取得価額は、償却原価法適用前、減損処理前のものです。

合 計

0 0 0

△ 1,396 △ 1,561

△ 1,561

そ の 他

0

0

満期保有目的

　　　２　令和７年９月末の債権残高合計は、16,749百万円である。

　注）　　令和７年９月末時点において、自己資本比率に大きな影響を与える経営・財務
　　　　　状況の変動は認められておりません。

令和７年３月末

10,588

10,588

10,189

△ 1,396 10,189

　注）

有 価 証 券

評価損益

売 買 目 的

（４）有価証券等時価情報

取得価額

　　○有価証券　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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